
水野さんに続き組織拡大！
寄本さん（大一運）ユニオンと決別！勇気をもってＪＲ東海労に加入！

大
阪
第
一
運
輸
所
に
勤
務

す
る
寄
本
智
（
よ
り
も
と
さ

と
し
）
さ
ん
（

歳
）
が
３

60

月

日
、
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
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ン
と
決
別
し
、
Ｊ
Ｒ
東
海
労

に
加
入
し
ま
し
た
。
３
月
１

日
に
東
京
で
水
野
良
則
さ
ん

が
加
入
し
て
、
３
月
で
２
人

目
の
加
入
と
な
り
ま
し
た
。

寄
本
さ
ん
は
こ
の
日
、
Ｊ

Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
の
組
合
事

務
所
に
自
ら
出
向
き
、
脱
退

届
を
突
き
つ
け
て
き
ま
し

た
。
同
日
、
寄
本
さ
ん
の
加

入
を
知
っ
た
組
合
員
が
集
ま

り
、
激
励
懇
親
会
を
開
催
し
、

喜
び
の
美
酒
を
堪
能
し
ま
し

た
。

Ｊ
Ｒ
総
連
と
Ｊ
Ｒ
東
海
労

は
３
月

日
、
衆
議
院
第
二
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議
員
会
館
会
議
室
で
、
本
人

の
同
意
な
き
一
方
的
な
休
日

出
勤
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
総
連

推
薦
議
員
懇
談
会
へ
の
説
明

会
を
行
い
ま
し
た
。
説
明
会

に
は
、
Ｊ
Ｒ
総
連
よ
り
田
城

副
委
員
長
、
柳
書
記
長
、
永

島
政
治
部
長
、
八
幡
政
策
部

長
、
淵
上
法
対
・
調
査
部
長

が
出
席
し
、
Ｊ
Ｒ
東
海
労
か

ら
は
本
部
、
新
幹
線
地
本
、

新
幹
線
関
西
地
本
、
東
京
第

一
・
第
二
運
輸
所
分
会
の
組

合
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
国

会
議
員
は
秘
書
を
含
め

名
30

が
出
席
し
ま
し
た
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
本

部
木
下
委
員
長
が
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
を
使
い
な
が
ら
説
明

を
行
い
ま
し
た
。
説
明
は
一

方
的
な
休
日
出
勤
が
行
わ
れ

る
仕
組
み
や
過
程
、
「
命
令

と
服
従
」
の
会
社
姿
勢
、
リ

ニ
ア
中
央
新
幹
線
建
設
の
た

め
の
経
費
削
減
で
休
日
出
勤

を
行
っ
て
い
る
実
情
な
ど
を

訴
え
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
議
員
か
ら

は
、
「
な
ぜ
新
幹
線
職
場
だ

け

休

日

出

勤

が

あ

る

の

か
？
」
「
な
ぜ
５
日
前
の
勤

務
確
定
に
な
る
の
か
？
」「
年

休
の
勤
務
指
定
は
法
律
違
反

で
あ
る
」
「
１
２
０
日
の
休

日
指
定
は
ど
の
よ
う
に
し
て

い
る
の
か
」
な
ど
多
く
の
質

問
と
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
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本
人
の
同
意
な
き
一
方
的
な
休
日
出
勤

中
止
を
国
会
議
員
に
求
め
る
！

Ｊ
Ｒ
総
連
推
薦
議
員
懇
談
会
へ
の
説
明
会
開
催

寄本さん（写真中央）の加入を喜び合う組合員の仲間

水野さん、寄本さん加入歓迎大集会のお知らせ
４月１１日（木）１２時より
品川区中小企業センター・３階大会議室
ＪＲ京浜東北線・大井町駅下車１０分



診
断
書
強
要
都
労
委
第
８

回
調
査
が
３
月

日
に
行
わ

15

れ
、
終
結
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
東
海
労
は
最
終
準
備

書
面
で
、
主
に
３
点
に
わ
た

り
主
張
し
ま
し
た
。

１
点
目
は
、
年
休
と
診
断

書
提
出
に
つ
い
て
の
会
社
の

主
張
は
矛
盾
し
て
い
る
こ
と

で
す
。
会
社
は
年
休
は
欠
勤

と
主
張
し
て
い
ま
す
が
、「
勤

務
割
等
」
で

日
に
発
表
さ

25

れ
た
年
休
が
欠
勤
で
は
な
い

こ
と
は
明
白
で
す
。
正
当
な

手
続
き
を
経
て
取
得
し
た
年

休
を
欠
勤
扱
い
と
し
、
診
断

書
提
出
を
強
要
し
た
こ
と

は
、
労
働
基
準
法
附
則
第
１

３
６
条
に
違
反
し
ま
す
。

診
断
書
提
出
の
基
本
協
約

の
条
文
解
釈
に
つ
い
て
、
証

人
審
問
で
会
社
側
証
人
の
証

言
の
食
い
違
い
や
、
意
味
不

明
の
証
言
が
さ
れ
ま
し
た
。

会
社
の
解
釈
は
デ
タ
ラ
メ
で

拡
大
解
釈
で
す
。
診
断
書
提

出
の
基
準
が
年
休
申
込
理
由

の
有
無
、
年
休
の
日
数
で
不

要
・
必
要
が
変
わ
る
と
い
う

よ
う
に
矛
盾
だ
ら
け
で
、
管

理
者
の
指
示
が
曖
昧
か
つ
統

一
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

２
点
目
は
、
会
社
の
団
体

交
渉
開
催
拒
否
は
不
当
と
い

う
こ
と
で
す
。
「
欠
勤
の
手

続
き
」
を
記
載
し
た
基
本
協

約
第

条
の
み
な
ら
ず
、
第

37
、

、
２
５
０
、
２
７
２

34

36

条
と
数
多
く
の
条
文
解
釈
が

労
使
間
で
対
立
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
幹
事
間

折
衝
で
は
な
く
、
団
体
交
渉

を
開
催
し
て
議
論
を
す
る
べ

２
０
１
８
年
度
に
定
年
退

職
を
迎
え
た
組
合
員
を
祝
う

会
が
今
月
、
静
岡
地
本
と
新

幹
線
関
西
地
本
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

静
岡
地
本
は
３
月

日
、
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静
岡
ク
ー
ポ
ー
ル
会
館
で
名

古
屋
地
本
の
定
年
退
職
者
２

名
を
含
め
「
２
０
１
８
年
度

定
年
退
職
を
祝
う
会
」
を
、

新
幹
線
関
西
地
本
は
３
月
21

日
、
大
阪
コ
ロ
ナ
ホ
テ
ル
で

「
ご
勇
退
激
励
会
」
を
、
そ

れ
ぞ
れ
盛
大
に
開
催
し
ま
し

た
。

２０１８年度に定年退職を迎えた組合員の皆さま 【静岡地本】植松昌彦さん、曽布川忠宏さ

ん、八木雅之さん、木下孝尚さん、高科睦治さん、寺田茂さん、鈴木直さん 【名古屋地本】鈴木

時久さん、弾塚正臣さん 【新幹線関西地本】江崎照雄さん、岩田幸人さん、原野豊繁さん、高田

裕雄さん、松田省吾さん、石丸裕次さん、山下博さん、廣瀬正規さん

（２）第４１１号 Ｊ Ｒ 東 海 労 ２０１９年（平成３１年）４月１日

本
部
は
３
月

日

時
、

25

13

２
０
１
９
年
度
賃
金
引
き
上

げ
、
夏
季
手
当
お
よ
び
諸
要

求
に
つ
い
て
の
交
渉
を
集
約

し
、
妥
結
し
ま
し
た
。

本
部
は
２
月

日
、
「
２

12

０
１
９
年
度
賃
金
引
き
上

げ
、
夏
季
手
当
お
よ
び
諸
要

求
の
申
し
入
れ
」
（
『
申
第
30

号
』
）
に
よ
り
、
基
本
給
の

一
律
６
，
０
０
０
円
引
き
上

げ
、
定
期
昇
給
制
度
の
是
正
、

３
．
５
ヶ
月
分
の
夏
季
手
当

と
専
任
社
員
へ
の
５
万
円
プ

ラ
ス
支
給
、
諸
労
働
条
件
の

改
善
な
ど
に
つ
い
て
会
社
に

要
求
し
ま
し
た
。

団
体
交
渉
は
、
再
申
し
入

れ
を
含
め
７
回
行
い
ま
し

た
。
本
部
は
「
過
去
最
高
益

を
更
新
し
た
原
動
力
は
、
何

よ
り
も
組
合
員
の
協
力
で
あ

る
」
と
、
強
く
満
額
回
答
を

求
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
会

社
は
「
経
済
の
先
行
き
不
透

明
感
、
世
間
相
場
と
比
較
し

た
高
い
賃
金
水
準
、
既
に
５

年
連
続
で
ベ
ア
を
実
施
し
て

き
た
こ
と
」
等
を
理
由
に
難

色
を
示
し
ま
し
た
。

粘
り
強
い
交
渉
の
結
果
、

会
社
は
３
月

日
、
第
６
回

14

団
体
交
渉
で
「

歳
ポ
イ
ン

35

ト
の
基
準
内
賃
金
を
定
期
昇

給
と
は
別
に
１
，
３
０
０
円

（
０
．

％
）
引
き
上
げ
る
。

40

夏
季
手
当
に
つ
い
て
は
支
給

月
数
を
３
．

箇
月
と
す
る
」

05

と
回
答
し
ま
し
た
。

本
部
は
、
回
答
に
不
満
を

表
明
し
持
ち
帰
り
検
討
、
同

日
再
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し

た
。
再
申
し
入
れ
に
対
す
る

団
体
交
渉
を
３
月

日
に
開

19

催
し
ま
し
た
が
、
会
社
は
態

度
を
変
え
る
こ
と
な
く
、
全

て
の
項
目
で
対
立
を
確
認
し

ま
し
た
。
本
部
は
、
３
月
23

日
の
第

回
中
央
執
行
委
員

11

会
に
お
い
て
検
討
し
ま
し
た

が
、
こ
れ
以
上
の
前
進
は
困

難
と
判
断
し
集
約
す
る
判
断

を
し
ま
し
た
。

新
賃
金
の
配
分
に
つ
い
て

は
３
月

日
、『
申
第

号
』

25

36

で
、
全
組
合
員
（
専
任
社
員

を
含
む
）
一
律
に
、
全
て
を

基
本
給
に
配
分
す
る
要
求
を

提
出
し
ま
し
た
。

２
０
１
９
年
度
賃
金
引
き
上
げ
交
渉
を
集
約

ベ
ア
は
全
社
員
に
一
律
配
分
を
要
求

き
で
す
。
幹
事
間
折
衝
は
団

交
開
催
を
否
定
す
る
た
め
の

詭
弁
で
す
。

会
社
は
基
本
協
約
第
２
５

０
条
の
団
体
交
渉
事
項
は
限

定
列
挙
で
あ
る
と
主
張
し
て

い
ま
す
が
、
協
約
・
協
定
改

訂
や
賃
金
引
き
上
げ
の
団
体

交
渉
で
は
「
幅
広
い
労
働
条

件
に
つ
い
て
議
論
す
る
」
な

ど
と
証
言
し
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
、
基
本
協
約
２
５
０
条

の
団
体
交
渉
事
項
は
限
定
列

挙
で
あ
る
と
の
主
張
を
自
ら

否
定
す
る
も
の
で
、
そ
の
解

釈
は
矛
盾
し
て
い
ま
す
。

３
点
目
は
、
基
本
協
約
改

訂
の
団
体
交
渉
で
議
論
し
た

の
で
、
組
合
の
救
済
利
益
（
団

体
交
渉
の
開
催
）
が
消
滅
し

た
と
い
う
会
社
の
主
張
は
失

当
で
す
。
協
約
・
協
定
改
訂

に
お
け
る
要
求
項
目
は
１
９

３
項
目
に
も
及
び
、
そ
の
う

ち
本
件
に
関
係
す
る
条
文
改

訂
の
要
求
は
、
団
体
交
渉
開

催
事
項
に
関
連
７
項
目
、
苦

情
処
理
会
議
に
関
連
７
項

目
、
年
休
に
関
連

項
目
で

16

す
。
わ
ず
か

分
で
は
形
式

30

的
な
議
論
し
か
で
き
ず
、
し

か
も
対
立
で
終
了
し
て
い
る

の
で
す
。
そ
も
そ
も
団
体
交

渉
は
、
労
働
組
合
か
ら
申
し

入
れ
が
あ
っ
た
ら
開
催
す
る

べ
き
も
の
で
す
。

今
後
の
日
程
は
、
８
月
頃

に
都
労
委
の
中
で
合
議
を
行

い
、
こ
れ
を
経
て
命
令
書
が

出
さ
れ
ま
す
。

最
終
準
備
書
面
で

不
当
労
働
行
為
訴
え
る
！

診
断
書
強
要
都
労
委
が
終
結

長き鉄道人生を貫徹
定年退職者を祝う

静岡地本、新幹線関西地本


